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副 会

会

（　開　　会　）

　おはようございます。委員の皆様方、早朝からおいでいただきまして、

ご苦労さまでございます。

　ただいまから白石・福富・有明３町合併協議会を開会いたします。

　それでは、会 のご挨拶をお いいたしまして、その後、 則にのっ

とりまして会 に議事進行をしていただきますようにお いいたしま

す。

　皆さん、おはようございます。今日は、今までと違いまして午前中早々

からということで、皆様方、早朝からお集まりをいただきまして大変あ

りがとうございます。

　１１月１日には発会式を行い、第１回の協議会を行ったところでござ

います。皆さん既にご承知のとおり、３町が一緒になって合併に向けて

話し合いをしていこうということで発 いたしたわけでございます。

　そういう中でございますけれども、協議そのものは協議をし出したば

かりで、これから数多くの協議をすることになりますけれども、皆さん

方のご協力をよろしくお い申し上げます。

　特に、前回もいろいろ申し上げておりますけれども、３町が一緒にな

ろうということで、それに向けてそれぞれ３町が努力いただくことをお

いするわけでございます。それぞれの意見は意見として出していただ

く、そして、最終的には意見の一致を見るように私どもも努力をいたす

所存でございますので、どうかひとつ皆さん方、私どもの熱意を、ある

いは３町が合併をやるんだという方向に向けての熱意を持って協議して

いただきますように、よろしくお いを申し上げる次第でございます。

　本日は午前中の協議会になっておりますが、午後は議会関係その他諸

行事がございまして、午前中に一応終わることになっております。そう

いうことでございますので、議事進行についてもよろしくお いを申し

上げまして、簡単でございますけれども、早速、協議に入らせていただ

きます。

　それでは、早速でございますけれども、本日の会議は、協議会委員１

９名に対しまして１８名の出席でございますので、協議会 約第１０条

第１項の会議開催要件を満たしております。

　それでは、会議次第に従いまして進めさせていただきます。

　会議 署名委員の指名でございますが、議 が指名することになって

おりますので、僣 でございますけれども、私の方から指名をさせてい

ただきます。本日は、有明の樋口和敏様、古賀キヨミ様に議事 署名委

員をお いいたします。
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次

ただきます。本日は、有明の樋口和敏様、古賀キヨミ様に議事 署名委

員をお いいたします。

　それでは、議題に入ります。

まず、報告事項につきましてでございますけれども、報告第１３号【合

併協定項目の協議について】の説明を事務局からお いいたします。

　それでは、資料は２ページになりますが、報告第１３号【合併協定項

目の協議について】のご説明をいたします。

　第１回の合併協議会におきまして、新 合併ということの確認がされ

ました。それで合併した時点では３町がなくなるということで、当然、

行政サービス、住民機関、そういったもろもろのものがすべてなくなる

ということになります。そうした場合、合併した場合の新しい姿がなか

なか見えないということで、少なくともこのことについては基本方向を

協議しましょうということで、これも第１回協議会において４７の協定

項目が確認をされたところであります。今後、合併協議会においては、

各協定項目の基本的な方向、方針といったものを協議をしていただくこ

とになります。それで、協議会で基本的な方針が確認されれば、その方

向に沿って事務レベルで詳細な事務調整を行って内容を決めていくこと

になります。その検討された結果については、できるだけ協議会に報告

をしたいと考えているところでございます。

　その基本的方向をどのようにあらわしていくのかということが次のと

ころになるわけでございます。これは代表的なものということでござい

まして、ケース・バイ・ケースの 分もございますので、必ずしもこう

いったことにはなりませんけれども、こういったニュアンスが含まれて

いるということで委員の皆様にご理 をいただければということでお出

しをしております。

　１点目が「尊重」と「考慮」の違いということです。尊重というのは、

今までの制度を十分反映させるということで継続の意味合いが強くなり

ます。考慮というのは、実績などを考えて継続・廃止を考えるという意

味合いがふえます。

　また、「調整」、「検討」ということもそういったことになります

し、「新町全体の均衡」、「新町において一体的に」ということで、均衡

ということは、新しい町の実情に合うような制度の見直しを視野に入れ

てやる。一体的にというのが、ある町で行っている 分をそのまま新町

でやりましょうということです。

　最後の 分が時点のとらえ方の問題として、「合併時」というのは、

これは合併した時点。「合併後、速やかに」というのが、新町が誕生し

てから１年を目途に考えましょうと。「合併後」というのが、町 さん

たちの話し合いの中でもありましたように、大体３年を目途に考えてい

きましょうということで、表現についてはこういった形になりますとい

うことでご理 をいただきたいということで今回ご報告を申し上げてお

ります。
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議

議

総 務 班

これは合併した時点。「合併後、速やかに」というのが、新町が誕生し

てから１年を目途に考えましょうと。「合併後」というのが、町 さん

たちの話し合いの中でもありましたように、大体３年を目途に考えてい

きましょうということで、表現についてはこういった形になりますとい

うことでご理 をいただきたいということで今回ご報告を申し上げてお

ります。

　以上です。

　ただいま、表現等について説明がございましたけれども、皆さん方か

らのご意見がございましたらお いします。これは必ずしもきっちりこ

のとおりにはいかない 分も出てこようかと思います。それはそのとき

に協議をさせていただくということになりますので、その点はご了承を

お いしたいと思います。意見はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　意見もないようでございますので、報告第１３号【合併協定項目の協

議について】は、報告済みとさせていただきます。委員の皆様方におか

れましては、この 旨を踏まえて今後協議に臨んでいただきますように

お いを申し上げます。

　次に、報告第１４号【平成１５年度白石・福富・有明３町合併協議会

会 補正予算（第１号）について】の説明を事務局からいたします。

　報告第１４号【平成１５年度白石・福富・有明３町合併協議会会 補

正予算（第１号）について】の概要を事務局からご説明いたします。

　４ページでございます。第１条に記載いたしておりますとおり、今回

の補正予算につきましては、１,４２０千円減額しております。補正後の

協議会の総額につきましては１４,３１０千円となっております。

　この内容について簡単にご説明いたします。６ページです。まず歳入

についてですが、前回の協議会の折に説明しておりましたとおり、２款

の県支出金でありますが、市町村合併協議会支援補助金につきまして県

の補助金交付要綱の改正がなされております。３町にも交付されるとい

うことで、今回、５,９９９千円を 加しまして、補正後の額を６,００

０千円で予算 上いたしております。これによりまして１款の各町の協

議会負担金につきましては７,４１９千円の減額となっております。内訳

は右側のとおりでございます。

　次に、歳出の説明をいたします。６-１ページをお いします。会議費

につきましては、県の補助金を充当しました関係で財源の入れ替えをお

いしております。
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議

議

次

につきましては、県の補助金を充当しました関係で財源の入れ替えをお

いしております。

　事業費につきましては、業務委託の額が確定しております分を当初予

算からそれぞれ減額しております。内訳については右側のとおりでござ

います。これによりまして１,４２０千円の減額となります。

　以上、簡単ですけれども、説明を終わります。よろしくお いいたし

ます。

　説明が終わりました。何か 問がございましたらお受けいたしたいと

思います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

　 問、ご意見はないようでございますので、報告第１４号については、

報告済みとさせていただきます。

　続きまして、報告第１５号【３町財政指標について】の説明を事務局

からお いいたします。

　報告第１５号【３町財政指標について】の説明をさせていただきます。

　資料は７ページです。今後、建 画にかかわります財政 画、ある

いは事務調整といった 分が出てまいりますので、その一つの参考にな

ればということで３町の財政状況について概略説明をしたいと思いま

す。

　資料７ページの１番に「財政指標等」というのがございます。財政状

況というのは、各町、人口 模、産業等それぞれ違っておりますので、

数字ではなかなかあらわしにくいということで財政指標というのが使わ

れます。この財政指標を中心として３町の財政状況についてご説明をし

たいと思っております。

　まず、上から２段目に財政力指数というのがございます。この財政力

指数というのは読んで字のごとく、財政力の強弱を見るという指標でご

ざいまして、国の仕送りであります地方交付税にどれくらい頼っている

のか、そういった依存の程度を見る指標というふうに考えていただけれ

ばというふうに思っております。地方交付税にどれだけ頼らないで財政

を運営しているかということでございまして、この数字が大きいほど財

政力が余裕があるということになりまして、１を えますと地方交付税

が交付されないということで、佐賀県では玄海町だけが１を えている

というような状況になっております。
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　続きまして、経常収支比率というものです。家 に占める 費の割合

ということでエンゲル係数というのがあります。この経常収支比率は、

地方自治体のエンゲル係数というふうに考えていただければいいかなと

考えております。収入の中で自由に使える財源ということです。資料の

８ページの小 Ａ、正確に うとちょっと違うんですけれども、この小

Ａが自由に使えるお金だというふうに考えていただければ結構だと思

います。それと経常的に支出するお金ということで、資料９ページの義

務的経費、これも正確に うと違いますが、大体この数字だというふう

にお考えいただいて、収入の自由に使えるお金の中で毎年経常的に支出

しなければならないお金としてどれくらい充てているのかということを

見る数字、俗に うエンゲル係数です。経常的な経費に充当される比率

が少なければ少ないほど、自治体が独自の施策ができる経費がふえると

いうことで、財政的に弾力性があるというようなことが われておりま

す。通常、経常収支比率につきましては、８０％を えますと財政運営

が厳しくなるというふうに われております。しかしながら、１４年度

の県下の状況を見てみますと、県平均が８７．１％、郡 平均が８６.９％

というようなことになっている状況でございます。

　次のところに公債費比率というのがございます。この公債費比率は、

借金の 済、地方債ですけれども、この借金の 済にどれだけ、先ほど

いました自由なお金を充てているのかというのがこの数字でございま

して、借金の程度を見る指標だというふうにお考えいただければ結構か

と思います。２０％を えますと危 水準、１５％で 戒水準というふ

うに われている数字でございます。

　その下に 債制限比率というのがございます。これが先ほど いまし

た借金の 済に充てた自由な財源、上のＡに標準財政 模というのがご

ざいますが、標準財政 模に対してどうなっているのかということを見

るのが 債制限比率です。これも２０％を えますと地方債に制限が加

わってまいります。

　こういった指標を見ながら、今後、建 画をつくります際の財政

画といったものについて検討をしていきたいというふうに考えておりま

す。

　２番目に「重点施策・プロジェクト等」というのがございます。各町、

こういった事業に取り組んで懸案事項を抱えているということでござい

まして、各町とも公共下水道整備が懸案事項として挙がっているという

ことでございます。

　次のページですが、歳入です。歳入につきましては、こういう数字だ

ということでご覧いただければ結構かと思いますが、この中でいろんな

ところで議論されております地方交付税につきましては、１３年度が約

６０億円、１４年度が大体５６億円という数字になっております。減少

幅がわかりますが、ピーク時が平成１２年度で３町合 で６３億円ござ

いました。これがこういった形で減少してきているということでござい

ます。また、歳入に占める交付税の割合が大体４５％程度を占めている

ということをご理 いただければ結構かと思います。
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ということでご覧いただければ結構かと思いますが、この中でいろんな

ところで議論されております地方交付税につきましては、１３年度が約

６０億円、１４年度が大体５６億円という数字になっております。減少

幅がわかりますが、ピーク時が平成１２年度で３町合 で６３億円ござ

いました。これがこういった形で減少してきているということでござい

ます。また、歳入に占める交付税の割合が大体４５％程度を占めている

ということをご理 いただければ結構かと思います。

　続きまして、資料の９ページ、歳出です。義務的経費 分だけを説明

いたしますが、これは必ず地方公共団体が支出をしなければならないお

金でございまして、この数字が１３年度が約５０億円、１４年度も５０

億円というような形になっております。この歳出に占める割合が大体４

０％ぐらいあるということで、この比率がふえればふえるほど自由に使

える財源がなくなってくるということでご理 いただきたいと思いま

す。

　次のページが基金の状況でございます。各町の貯金の状況ということ

です。財政調整基金は、予期しない収入の減、あるいは災害による支出

の増加といったものに備えるための貯金でございまして、１４年度末で

大体８億４,０００万円ございます。

　減債基金ですが、これは地方債、借金の 済を 画的にやるために積

み立てている貯金でございまして、これが１４年度末で４億７,０００万

円でございます。

　その他の目的基金ということで、右に掲げているようなお金があると

いうことでございます。

　１４年度末合 で５８億円の積立金がございます。この取扱いにつき

ましては、この後の財産取扱いの中でご協議をしていただくということ

になっております。

　最後に、合併特例債絡みの財政支援というのがございます。①と②の

分が合併特例債と われる 分でございまして、①のまちづくり建

事業というのが建 関係に充てる 分、②の基金造成というのがソフト

事業に充てるために貯金をするお金でございます。建 関係につきまし

ては上限で１２５億１,０００万円です。基金造成につきましては１７億

９,０００万円が限度額ということになっております。

　参考のために左の方に杵島６町の分をつけておりますが、先ほど い

ました財政指標等をかんがみまして、杵島６町の場合は３１０億円程

度、上限額があったわけですけれども、実際使えるのが１８０億円ぐら

いだろうと。基金についても３７億４,０００万円使えたわけですが、２

０億円ぐらいが使えるだろうということで 算をしておりました。これ

が１２５億１,０００万円とか１７億９,０００万円とございますが、こ

れにつきましては今後検討いたしまして、どの程度までだったらいいの

かということは皆さん方にお示しをしたいというふうに思っておりま

す。
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局

０億円ぐらいが使えるだろうということで 算をしておりました。これ

が１２５億１,０００万円とか１７億９,０００万円とございますが、こ

れにつきましては今後検討いたしまして、どの程度までだったらいいの

かということは皆さん方にお示しをしたいというふうに思っておりま

す。

　③から⑥までが交付税、あるいは補助金でございます。この数字は合

併市町村数、あるいは合併した場合の人口によって金額が変わってまい

りますので、杵島６町の場合よりも今回は若干減っている状況であると

いうことをご理 いただきたいと思います。

　以上でございます。

　ただいま３町の財政指標について説明がありましたけれども、わから

ない点、あるいは聞きたい点がございましたらお いいたします。特に

なければ、このことは今後の資料にしていただくということで出してお

りますので、進めさせていただきたいと思いますけれども、異議ござい

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　ありがとうございます。それでは、この資料につきましては、今後の

参考資料としていただくようにお いをいたします。

　続きまして、協議事項に入らせていただきます。

　まず、継続協議となっております協議第４号【新町の名称（公募）に

ついて】を議題といたします。

　なお、協議第１８号【町名・字名の取扱いについて】も、あわせて説

明をいたしながら話を進めさせていただこうと思っておりますので、よ

ろしくお いいたします。それでは、事務局の方から説明をお いいた

します。

　それでは、事務局からご説明を申し上げます。

　協議第４号【新町の名称（公募）について】のご説明いたします。

新町名称募集及び選定要領（改正案）ということで１２ページから１

３ページにかけて挙げております。この件につきましては、先ほど議

が申されましたように、前回の協議会で継続協議になりました。その中

でいろいろな議論等を踏まえまして今回改正案ということで提案してお

りまして、名称の取扱いにつきまして一通りご説明をさせていただきた

いと思います。
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　まず、１２ページでございますが、修正案といたしまして、第３条の(1)

でございますが、下線の 分について提案をしております。このことに

つきましては、現在の 3 町名でも差し支えありませんが、できる限り新

しい名称の公募をお いしたいということで事務局は考えております。

現在の町名は、募集の段階で排除はしないということであります。

　次に、現在の名称が公募された場合、どのように取扱うかと申します

と、次のページに要領（案）をつけております。第４条の(2)です。 現

在の町名が公募された場合、次により取り扱うものとする ということ

で、前回、新 合併ということで確認をなされております。現在の名称

を使用すると吸収合併というようなイメージがつきまとうのではないか

と思いますので、その選定に当たっては慎重にならなければならないと

思っております。そのことを協議会の委員の皆様方に共通認 として持

ってもらいたいと思っております。

　その認 のもとに具体的な選定作業に入るわけでございますが、選定

に当たっては、まず、現在の名称以外からの選定を優先して５作品程度

を選定することにしております。その中でどうしてもふさわしい名称が

見つからない場合につきましては、現在の町名の使用についても検討し

たいということで考えております。

　それでは、１２ページをお いします。次に、名称にかかる町の読み

方についてでございます。この後、町名、字名の取扱いについてご説明

を申し上げますが、検討する中で「
まち

町」とするか、「
ちょう

町」とするかの議

論がありました。現在でも「
しろいしちょう

白石町」、「
ありあけちょう

有明町」、「
ふくどみまち

福富町」というこ

とがあります。ケース・バイ・ケースでありますが、応募者の意図を知

りたいということで、下線の 分のような修正をお いしたいと考えて

おります。そういうことで、応募に当たっては「〇〇
まち

町」か「〇〇
ちょう

町」

か、そこまでふりがなをつけていただきたいということで考えておりま

す。

　次に、(7)の応募期間です。今日、改正案が確認いただければ、アンダ

ーラインを引いておりますが、こういう形で１１月２５日から１２月２

４日までの１カ月間を応募の期間としたいということで考えておりま

す。

　その下の方ですが、選定にかかわるスケジュールを挙げております。

応募期間が修正どおりになれば、その後、事務局で集 をいたします。

そして、１月７日の第４回幹事会に報告をしたいと考えております。ま

た、この集 結果につきましても、１月１５日に予定しております第５

回協議会で報告をしたいと考えております。
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　前回の協議会で、名称小委員会の委員であった方も名称選定作業に参

加していただいた方がいいのではないかというようなご意見等もありま

した。この件につきましても幹事会で検討をいたしました。最終的には

幹事会で選定をしようという結果になりました。しかしながら、選定を

行う段階では、協議会委員の意見が全く反映されないということについ

てはいかがなものかということでございまして、選定する段階で各町の

中で検討委員会、合併特別委員会というものが組織をされておりますの

で、その中で十分内容を説明しながら、その意見をもとに幹事会に臨ん

でいただきたいということで考えております。それが⑤の選定期間の日

にちの下の方に挙げている 分でございます。

　また、「居住する者」とはどういうことかということでの意見も前回

あっております。このことにつきましては１３ページの第３条に掲げて

おります。応募時点、これは当然３町内に住所がある者とします。しか

しながら、名称決定の段階で３町にはいない者もおられると思います。

その場合は 話連絡により居住した事実が判明すれば資格はあるという

ことでしたいと考えております。ただ、連絡が全くつかない場合もあり

ますので、こういう場合につきましては、応募時点で３町内に住所があ

ろうが、居住の事実が確認できないので、これにつきましては資格はあ

りませんよということで考えております。

　最後ですが、第５条に「名付け親大 等の抽選は、次により実施する

ものとする」ということで、これにつきましては名付け親大 、名付け

親 の抽選者を掲げております。

　次に、協議第１８号【町名・字名の取扱いについて】のご説明をさせ

ていただきます。

　１４ページでございますが、調整の内容といたしまして、「３町の字

の名称及び区域は、現行のとおりとする。」ということでしております。

町名、字名の取扱いにつきましては、地方自治法第２６０条第１項に

定をされております。合併により新しい町名、字名をつける場合は、議

会の議決、県知事への届け出が必要ということになります。また、合併

して１つの町になった場合、同一の字名がありますと、住民登 、登記、

便などの住民生活に重大な影 を及ぼします。新町発 時に支障のな

いように整理調整をしておく必要があります。３町の場合は、町及び字

の名称で同一のものはありませんし、また、住民の皆さんにとって身

な名称であります。住民生活の中で 年にわたってなれ親しまれたもの

であることを考慮いたしまして、調整の内容といたしましては現行のと

おりとするということにしております。
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　次に、調整の具体的内容でございますが、町政が施行された場合の表

示についてであります。３町の字の名称は現行のとおりとするといたし

ますが、「大字」の字句は表示をしないということにしております。

　以上でご説明を終わります。

　説明が終わりました。まず、協議第４号【新町の名称（公募）につい

て】でございますけれども、このことについて皆さん方のご意見、ある

いはそのほか何かございましたら意見を出していただきたいと思いま

す。このことについては先ほど事務局から説明いたしましたように、前

回の意見を十分踏まえ、それぞれの町の幹事さんに出ていただいて再調

整をいただいて、そしてこのように全体の意見を反映する形で整理をい

ただいておるところでございますので、その点も皆さん方、ご理 をい

ただきたいと思います。こういうことでよろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、このことについては確認済み

とさせていただきます。

　次に、協議第１８号【町名・字名の取扱いについて】でございます。

字名については、６町のときと同じ考えで進めさせていただいておりま

す。このことについて皆さん方のご意見がございましたらお いいたし

ます。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、字の名称及び区域は現行どお

りとするということで、確認済みとさせていただきます。どうもありが

とうございました。

　次に、協議第５号【合併の期日について】でございますけれども、こ

のことについては幹事 から説明をお いいたします。

　幹事 を仰せつかっております大串と申します。私の方からご説明を

させていただきます。

　調整の内容でございますが、第１回合併協議会におきます３町 の申

し合わせの中で、基本的協議事項については最優先で協議を行うとの方

針がございますので、その方針に従って今回提案をいたすものでござい

ます。

　目標 定の考え方でございますが、杵島６町合併協議会では１６年１

０月１日としておりました。これは細 にわたる事務調整及び住民の皆

さんへの周知期間が各町議会の合併関連議案終了から合併をするまでに

必要となりますけれども、その期間が少なくとも９カ月は必要というふ

うに考えていたからでございます。本協議会の状況を考えた場合に、合

併関連の議案審議が早くて来年の３月になるだろうというふうに見込ん

でおりまして、それから周知期間の９カ月をとって合併の目標を１７年

１月１日とするということで提案したものでございます。



11

議

０月１日としておりました。これは細 にわたる事務調整及び住民の皆

さんへの周知期間が各町議会の合併関連議案終了から合併をするまでに

必要となりますけれども、その期間が少なくとも９カ月は必要というふ

うに考えていたからでございます。本協議会の状況を考えた場合に、合

併関連の議案審議が早くて来年の３月になるだろうというふうに見込ん

でおりまして、それから周知期間の９カ月をとって合併の目標を１７年

１月１日とするということで提案したものでございます。

　１月１日という目標の 定は、行政に携わる私たちの方から考えます

と、年末年始の休暇がございますので、スムーズな移行ができるのでは

ないかというふうに考えておりまして、住民サービスの低下も最小限に

とどめられる時期に当たるという考え方をいたしておるわけでございま

す。また、住民の皆さんの立場に立っても、年のかわり目ということで

一つの区切りということで対応しやすいという考え方に立ったものとい

うふうに 釈していただきたいと思っております。

　具体的なスケジュールについてでございますが、お手元の資料のとお

りでございます。合併に係る協議及び建 画の策定を来年２月までに

ぜひ終了していただきたいというふうに考えておりまして、その後、各

町ごとに住民説明会を開催し、合併調印式を経て、さきに説明しました

合併関連議案の審議を来年３月に各町議会にお いいたしたいと考えて

おります。３町揃って可決ということになれば、その後は合併に関する

一連の法的な手続を行い、住民さんへの周知を図っていくということに

なるだろうと思っております。

　目標の考え方でございますけれども、今回提案をいたしております合

併の期日である１７年１月１日は、あくまでも目標でございます。合併

の期日を最終的にいつとするのかは合併調印式までに決める必要がござ

いますので、協議会における協定項目の確認状況を見極めながら再度協

議をしていただくということになります。合併協議会が最終的な目標を

どこに置いて協議を行っていくかは、協議を進める上で重要なことだと

いうふうに考えておりますので、目標ではありますけれども、この協議

会で協議をお いいたしたいというふうに考えております。

　説明を終わります。

　ありがとうございました。協議第５号【合併の期日について】でござ

いますけれども、今、幹事 から説明がありましたように、「１７年１

月１日を目標とする」ということで提案をいたしておりますけれども、

このことについて皆さん方、何かご意見がございましたらお いいたし

ます。
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ます。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしという声が出ておりますので、協議第５号【合併の期日につ

いて】は、１７年１月１日を目標とするということで、確認済みとさせ

ていただきます。先ほど話がありましたように、今後、この目標に向け

て協議を重ねてまいりたいと考えておりますので、よろしくお いをい

たします。

　協議第６号【新町の事務所の位置について】を協議いたします。これ

についても幹事 から説明をお いいたします。

　資料は１６ページでございます。調整の内容でございますが、新 合

併の場合、地方自治法の 定によりまして、条例で新たに事務所の位置

を定める必要がございます。この協定項目も基本的協議事項でございま

すので、３町 の申し合わせ 定に従いまして今回提案をいたしたもの

でございます。

　調整の内容は、「新町の事務所の位置については、白石町内とし、合

併後、速やかに新町庁舎の建 に取り組むものとする。なお、新町庁舎

建 までの間、新町の事務所の位置は現有明町役場とし、現在の白石町、

福富町の役場の位置に支所を置くものとする」というものでございま

す。

　事務所建 に当たっての考え方でございますが、３町の現役場は、合

併をいたした場合の職員数からして狭過ぎるために新たな建 が必要と

なってまいります。その場所を３町の地理的な中心地である白石町内の

適地とするということでございます。

その建 着手への取り組みは、まずは場所の選定ということになろう

かと思いますが、そのことについて合併後、速やかに取りかかるという

ことで提案をいたしております。

具体的内容に掲げておりますとおり、事務所の位置は、住民にとって

最も利便性のあるところ、交流の利便性などを考慮の上、その場所とし

てふさわしい事務所の位置としており、建 経費の節減には十分配慮す

るということで提案をいたしております。

事務所建 までの間の考え方でございますが、建 着手から建 完了

まではかなりの期間が必要となりますが、条例上、事務所の位置が必要

となります。それまでの間は現在の有明町役場を新町の事務所の位置と

することが尚書きの前段でございます。

また、後段 分は、住民サービスの低下を来さないように、現在の白

石町役場、福富町役場を支所として利用し、対応していきたいというふ

うに考えております。具体的内容の３に掲げておりますように、現庁舎

は有効利用をしていくという考え方をいたしております。
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石町役場、福富町役場を支所として利用し、対応していきたいというふ

うに考えております。具体的内容の３に掲げておりますように、現庁舎

は有効利用をしていくという考え方をいたしております。

庁舎の利用方式は、本庁方式、分庁方式、総合支所方式というものが

ございますが、庁舎建 までの間は行政機能を集約した本庁方式を基本

として考えていきたいというふうに思っております。基本とすること

は、現有明町役場の庁舎 模の問題もございますので、すべての機能を

本庁には集約できないという考え方をしたものでございます。事務所建

までの考え方は、事務所の位置の問題は、住民サービスの低下を招か

ないということを念頭に置きまして協議した結果の提案でございます。

ご協議をよろしくお いいたします。終わります。

　ありがとうございました。新町の事務所の位置についてでございます

けれども、今説明をいただきましたけれども、この内容についてご意見、

あるいは 問等がございましたら出していただきたいと思います。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしという声がございますので、確認済みとさせていただきま

す。このことについても先ほど話がありましたように、住民サービスが

低下しないようなことで今後考えていきたいというふうに思っておると

ころでございますので、よろしくお いいたします。

　続きまして、協議第７号【財産の取扱いについて】でございます。白

石、福富、有明の３町が所有する財産の取扱いについて事務局から説明

をお いいたします。

　それでは、協議第７号【財産の取扱いについて】のご説明をいたしま

す。

　資料につきましては１７ページでございます。財産の取扱いにつきま

しては、３町が所有する財産、公の施 及び債務は、すべて新しい町に

引き継ぐものとするということで提案しております。市町村合併の場

合、財産の取扱いにつきましては、地方自治法第７条第４項で市町村の

廃置分合によって財産処分を必要とするときは関係市町村が協議してこ

れを定めるということで 定をされております。また、財産の定義につ

いては、地方自治法第２３７条で、財産とは、公有財産及び債権並びに

基金をいうということで 定されております。

下の方に公有財産の状況を挙げております。



14

まず、土地についてですが、行政財産、普通財産合わせまして平成１

４年度末現在で３町で３,７０８７.８５平方メートルでございます。

次に１８ページをお いいたします。建物についてです。行政財産、

普通財産を合わせまして１４年度末現在で３町で木造が１１,２７０.７

６平方メートル、 木造が１０１,２１６.２７平方メートル、合わせま

して１１２,４８７.０３平方メートルあります。

　次に山林についてです。所有区、分収区合わせた面積が、福富町は山

林がありませんので、残りの２町で１,７６５,７９０平方メートルとな

っております。また、立木の推定蓄積量については、2 町合 で１４,８

９０立方メートルでございます。

　次に１９ページをお いいたします。出資による権利についてでござ

いますが、出資金、出捐金の合 で４８億１,４１０万６,０００円ござ

います。

　物品の状況ですが、公用自動車、消 用車両、その他ということで、

合 ４３６台を所有しております。

　次に２０ページをお いします。基金会 についてでございます。こ

れも合併時に現保有額を持ち寄るということでございます。

　次に、基金の１４年度末現在 を挙げておりますが、３町で総額６３

億８１５万７,０００円ということになっております。

　次に２１ページをお いいたします。２番の特別会 基金についてで

すが、３町で総額６億９,３６４万５,０００円となっております。

　次に２２ページをお いいたします。債務関係についてでございま

す。債務につきましては、地方債等債務負担行為があります。地方債と

は、地方公共団体が必要な財源を調達するために負う借金でございまし

て、３町の総額は１４年度末現在で１３８億１,１０５万円ということに

なっております。

債務負担行為とは、地方公共団体が将来の支出を約束する行為で、借

金の 済や利子補給などを保証したもので、平成１５年度以降の支出予

定額ということで、３町で総額２１億４,０６１万４,０００円というこ

とになっております。

次に２３ページをお いいたします。公有財産の使用料ということで

ございます。公有財産の使用料・賃借料徴収基準ということで、１４年

度末の状況を挙げております。これらにつきましては合併時に固定資産

評価額の５％を原則に徴収をしていきたいということで考えておりま

す。

　公営駐車場につきましては、白石町にありますが、このことにつきま

しては合併後も無料としたいということであります。
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しては合併後も無料としたいということであります。

　以上で協議第７号【財産の取扱いについて】の説明を終わります。

　協議第７号【財産の取扱いについて】の説明が終わりましたけれども、

このことにつきましては皆さん既にご承知のとおり、詳しい 分につき

ましては６町合併協議会のときの資料もお持ちだろうと思います。これ

以上の詳細な 分はそちらを見ていただければと思います。また、３町

については、６町協議会の内容と違っておりますのは、特別の取扱いを

しようという形のものが一 ございましたけれども、３町のものについ

てはございませんので、そのまますべて新町に引き継ぐということにな

っております。そのことで皆さん方、ご意見、あるいは 問がございま

したら出していただきたいと思います。

　先ほど新庁舎の位置についての議題があったわけですが、白石町で本

当によかったなというふうに思っております。

　今後ですけれども、新庁舎を合併後建 されるわけですけれども、建

になった以降、現在の庁舎の活用の方法であるとか、あるいはほかに

も土地なり建物、いろんなものがございますけれども、合併後について

はある程度整理を、いわゆるスクラップできるものはスクラップをし

て、不要な、効率の悪い土地であるとか、いろんな財産がありますけれ

ども、そういったものについてはできる限り 画的に、今あるすべての

ものを引き継ぐということは、当然、合併後引き継ぎはするわけですけ

れども、そのままの状態でずっといくということになれば維持管理の費

用も当然要りますし、そこには人も当然要るわけですね。そういったこ

ともございますので、効率的な行政運営という見地からした場合、その

辺のある程度の整理、統廃合といいますか、そういったところも含めて

できるだけ身軽になった姿で合併を えるということもある面では必要

ではないかなという感じもいたしますので、その辺のことについて何か

ありましたらお いいたします。

　先ほど庁舎の問題でも有効活用という話がございましたけれども、今

後、すべての施 、公有財産、こういうものにつきましてもそのまま引

き継ぎはするものの、すべてをそのまま引き継いでということで後でい

ろんな管理の問題、これは総務の担当になりますけれども、建 画あ

るいは将来のすべてのものの管理 画を含めて、これは当然、そういう

整理をやっていく必要があるだろうと思います。特に、施 の分につい

て、やはり共有できるものは共有をしながら、例えば古いものについて

は、今 われましたように、廃止ができるものは廃止をしていくとか、

これはすべての施 についてそういうことが考えられるだろうと思いま

す。そういう意味で施 全体の利用 画は必要であろうと思います。こ

れはこれまでも、どこの町も、何かをやるときにはそういうことで見直

しをしながらやってこられたと同じように、新しい町になるときにそう

いうふうなことの見直し、あるいは検討、これは当然必要であろうと思
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て、やはり共有できるものは共有をしながら、例えば古いものについて

は、今 われましたように、廃止ができるものは廃止をしていくとか、

これはすべての施 についてそういうことが考えられるだろうと思いま

す。そういう意味で施 全体の利用 画は必要であろうと思います。こ

れはこれまでも、どこの町も、何かをやるときにはそういうことで見直

しをしながらやってこられたと同じように、新しい町になるときにそう

いうふうなことの見直し、あるいは検討、これは当然必要であろうと思

いますから、今のご意見は意見として十分踏まえながら建 画その他

の中でうたうといいますか、考え方を表現をしていくということは大切

であろうと思います。

　幹事会、事務局の方から何かございましたら。

　合併の前に、特に行政財産についてはどういうこともされぬと思いま

すけれども、普通財産につきましては、ある程度整理ができるように私

たちもこれから検討をしていきたいと考えております。そういうことで

用地についても利用効果を める、必要ないものにつきましては処分を

するという方針に立って、今後、 会等でもまた検討されると思います。

　以上です。

　ほかにございませんか。

　有明町議会の江口でございます。協議第７号の件でございますけれど

も、資料につきましてはかなりのページ数になっているわけでございま

す。片渕町 に、６町のときに６町全体の貸借対照表、バランスシート

関係が出されたんですかというようなことをお聞きしたわけでございま

すが、その時点では出されていないというようなことをお聞きしたわけ

でございます。そういうようなことである程度一目でわかるような資

料、それはバランスシートではないかと私は思っておるわけでございま

す。そういったことで各町のバランスシート、また合併後のバランスシ

ートがもしできれば、そういうような形でこの協議第７号の中に添付を

していただきたいと思っているところでございます。バランスシートに

ついては総務省方式があるようでございますので、その点も含めてよろ

しくお いいたします。

　以上です。

　出していないというのは、事実、出してないです、６町でも。という

のは対等合併の中でそのまま引き継ぐという形のものがあるんですけれ

ども、ただし、今 われたように、将来の問題が１つありますから、そ

のことをどうしていくかということがあります、今、江口委員さんが

われたことについてですね。ですから、このことについては、今の 分

と将来の 分の問題の中でどう整理したらいいのかなということがある

んですけれども、そこら辺について幹事会から。
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江 口 委 員

のは対等合併の中でそのまま引き継ぐという形のものがあるんですけれ

ども、ただし、今 われたように、将来の問題が１つありますから、そ

のことをどうしていくかということがあります、今、江口委員さんが

われたことについてですね。ですから、このことについては、今の 分

と将来の 分の問題の中でどう整理したらいいのかなということがある

んですけれども、そこら辺について幹事会から。

　１つの 釈といいますか、考え方を述べたいと思います。

　バランスシートというのは、確かに財政指標だろうと思います。これ

は民間の営業をやっているところはバランスシートが最大の財政指標で

あるわけですが、地方公共団体においては、それがマッチをした指数と

してなかなか出てまいりません。国の方からも自治体でも財政指標とし

てバランスシートを検討せろということの話も現にございますし、何ら

かの資料は出てまいっております。しかし、６町での検討はいたしませ

んでしたし、また、３町でも現在検討はいたしておりません。資料も現

在のところは持ち合わせておりません。今、対等合併という形で協議を

進めておりますので、この問題については合併が成立して、何という町

になるかわかりませんが、新しい町のバランスシートというものは当然

検討していかなければならないというふうに考えております。

　先ほど申し上げましたように、民間と違うのは、そこが１つあって

常に難しいところでございまして、バランスシートでもって比 をする

という形はもともととらない方式でいっておるものですから、それが１

つです。

　今、話がありましたように、将来的には、今、江口委員さんから わ

れたように１つの目標、あるいは目安というのは当然必要だろうと、あ

るいはどういうものにしていくということが、そういう意味では将来は

必要であろうと。ですから、このことについては総務 会の方でも議論

はさせていただきたいと思っております。

　ちなみに、 接の町村の状況をお知らせしたいと思いますけれども、

島市におきましては、大分前からバランスシートの会 をやってい

る、それから嬉野町ですね。そういうような形で結構前からやっている

自治体もありますので、今後は、合併後はそういったものにぜひ取り組

んでいただきたいなと思っているところでございます。

　以上です。
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　わかりました。

　ほかの方、何かご意見がございましたら。

　有明町の樋口でございます。申しわけございませんけれども、わから

ないところがありますので教えていただきたいんですが、１９ページの

物品の状況のところで余りにも数字が違い過ぎて何かわかりませんの

で、教えてほしいなと思っております。

　物品のその他のところに白石町が１１３、福富町が２０２、有明町が

１６です。そういうことで数字がかけ離れているものですから、どうい

うものなのか、教えていただきたいと思います。

　後で説明していただきますけれども、この資料は６町の引き継ぎにな

っておるようですけれども、そこら辺の経緯をお いいたします。

　総務 会 の北島と申します。この数字につきましては、決算の財産

調書がつきますね。そこで各町、５０万円以上を上げるとか、小さいも

のまで上げるとかいろいろ違います。印刷機械を持っているとかいろい

ろあります、物品ですから。そういうふうな備品関係のとらえ方が若干

違います。そういうことで福富町は２０２という数字になっております

けれども、１００万円以上のものを上げるとか５０万円以上のものを上

げるとか、そういうふうな形であります。

　今、説明がありましたように、条例上の財務 則の一つのとらえ方も

あります。これは例えば福富町で いますと、２０２で３町で一番多い

ですね。これは５０万円以上の分をすべて上げていますからこういうふ

うになっています。もう１つは、今話があっておりますように、リース

の場合と、そうじゃない場合でも違います。ですから、とらえ方そのも

のがかなり違っておりますから、とらえ方としてそういう形になってい

るということをご理 いただきたいと思います。

　先ほど会 さんがおっしゃったとおり、この中にはパソコンが入って

おります。有明町さんはリースにされております。福富町さんは購入さ

れているという関係で、そこら辺のとらえ方で違いがあります。

　ほかにございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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　ほかに 問もないようでございますので、協議第７号につきまして

は、先ほど説明いたしましたようなことで、確認済みとさせていただき

ます。

　次に、協議第８号に入りますけれども、ここで皆さん方にお いでご

ざいますけれども、協議第８号から協議第１１号までの４協議項目につ

きまして一括して説明をさせていただいて、そして確認はそれぞれ１項

目ずつさせていただきたいと思います。時間の 合もございまして、こ

ういう形でさせていただこうと思っております。このことについては６

町合併協議会の中でも十分協議されたものでございまして、特に大きく

変わった点もございませんので、そういうことで処理をさせていただき

たいと思いますけれども、よろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　それでは、協議第８号【一 事務組合の取扱いについて】、協議第９

号【使用料、手数料の取扱いについて（施 関係の取扱い）】、協議第１

０号【公共的団体等の取扱いについて（公共的団体等の取扱い）】、協議

第１１号【公共的団体等の取扱について（財団等の取扱い）】の４項目

について一括して説明をいたします。よろしくお いいたします。

　それでは、事務局から説明をいたします。先ほど承認をしていただき

ましたので、協議第８号から協議第１１号まで一括してご説明を申し上

げます。

　まず、協議第８号【一 事務組合等の取扱いについて】でございます。

資料は２４ページでございます。普通地方公共団体は、その事務の一

を共同処理するため、地方自治法第２８４条の 定によりまして、組

合を けることができるとなっております。３町においては、前回の協

議会で合併の方法につきまして新 合併をするとの確認を得たところで

す。新 合併の場合は、合併の前日をもって各町の法人格は消滅をする

ことになります。

このことから下の表にありますように、現在、３町すべてが加入して

いる①から⑨までの９つの一 事務組合は、「合併の日の前日をもって

当該組合から脱退し、新町において合併の日に当該組合に加入する」と

いうことでの提案でございます。また、⑩につきましては、佐賀西 広

域水道企業団は白石町と有明町が加入されております。⑪の西佐賀水道

企業団は福富町が加入されております。この２つの企業団につきまして

も、前と同内容の提案でございます。
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も、前と同内容の提案でございます。

　次に２５ページをお いいたします。協議第９号【使用料、手数料の

取扱いについて（施 関係の取扱い）】のご説明を申し上げます。

　使用料につきましては、地方自治法第２２５条で行政財産の使用また

は公の施 の使用につき使用料を徴収することができるとなっておりま

す。３町でも使用料の額や徴収方法等についても条例で定められており

ます。合併に当たっては、この取扱いについて新しい町が発 する段階

で、種 、金額等について円滑な推移ができるように措置しておく必要

があります。しかしながら、３町にある各施 は、その建 年次や 模、

料金 定等もまちまちであります。合併時に統一を図ることは 常に難

しく、調整の内容といたしましては、「公園及び多目的複合施 の使用

料については、施 の内容・建 年度が異なり、また、その使用料が地

域に定着していることを考慮し、合併時においては現行のとおりとす

る。ただし、新町における住民の一体性の確保を図ると共に住民負担に

配慮し、負担公平の原則から適正な料金のあり方等について、新町にお

いて引き続き検討する」ということで提案しております。

　また、調整の具体的内容にありますように、合併後、新町において施

の目的、用途、 模等で使用料の統一した方針を定め、一元化するこ

とで考えております。

　２５ページの中ほどから２７ページにかけまして現在の３町の公園と

多目的複合施 の状況を挙げております。ご覧いただければと思いま

す。

　次に２８ページをお いいたします。協議第１０号【公共的団体等の

取扱い（公共的団体等の取扱い）】でございます。

　調整の内容といたしましては、「公共的団体は、新町の一体性を速や

かに確立するため、それぞれの実情を尊重しながら統合整備に努めるも

のとする。」ということにいたしております。合併特例法第１６条第１

項第８号では、合併関係市町村の区域内の公共的団体等は、市町村の合

併に際して合併町村の一体性の速やかな確立に資するため、その統合整

備を図るように努めなければならないということで定められておりま

す。

したがいまして、公共的団体等の取扱いの整備方針とといたしまして

は、先ほど申しましたように、合併特例法の 定を前提に置きながら、

「公共的団体等は、新町の一体性を速やかに確立するため、それぞれの

実情を尊重しながら統合整備に努めるものとする。」ということでいた

しております。
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　３町の公共的団体の主なものを２８ページから２９ページにかけまし

て各町ごと、各 ごとに一覧表を挙げております。これを参考にして

いただきたいと思います。

　最後に３０ページをお いいたします。協議第１１号【公共的団体等

の取扱いについて（財団等の取扱い）】のご説明をいたします。

　有明町では、文化振興財団として 立をされております有明町スカイ

パークふれあい がございます。この位置づけでございますけれども、

地方自治法では、町がこれらの団体の資本金、基本金の２分の１以上を

出資している場合におきましては、公の施 の管理を委託することがで

きるということになっております。そのようなことで、現在では財団法

人に管理委託をさせているところでございます。合併に伴いまして、財

団法人有明町文化振興財団に対する出資者である役員としての地位につ

きましては、新しい町に引き継ぐものとするということでございます。

これらの手続につきましても、合併後速やかに変更手続を取る必要がご

ざいます。

　なお、このページから次のページにかけまして有明町文化振興財団の

概要ということで、貸借対照表なり収支 算書をつけております。

　次に、株式会社只江川スポーツパークの件についてです。資料は３２

ページです。これも株主である役員としての地位は、地方自治法の 定

によりまして新しい町に引き継ぐものとするということにしておりま

す。株主の名義変更、役員の変更等につきましては、合併後速やかに所

定の手続を取る必要があります。これも貸借対照表、３３ページに収支

算書をつけております。

　以上で協議第８号から協議第１１号までの説明を終わります。

　協議第８号から協議第１１号までの説明が終わりました。

　まず、協議第８号【一 事務組合等の取扱いについて】ですが、４項

目ともそうですけれども、６町合併協議会の中でも十分協議をさせてい

ただいておりますし、特にここでご意見があれば出していただきたいと

思いますし、なければ確認をさせていただきたいと思いますけれども、

ご意見がございましたらどうぞ。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第８号につきましては、

確認済みとさせていただきます。

　次に、協議第９号【使用料、手数料等の取扱いについて（施 関係の

取扱い）】ですが、何かご意見ございますか。
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局

取扱い）】ですが、何かご意見ございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第９号につきましては、

確認済みとさせていただきます。

　続きまして、協議第１０号【公共的団体等の取扱いについて（公共的

団体等の取扱い）】につきましてご意見ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第１０号につきまして

は、確認済みとさせていただきます。

　続きまして、協議第１１号【公共的団体等の取扱いについて（財団等

の取扱い）】ですが、ご意見ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第１１号につきまして

は、確認済みとさせていただきます。

　ここで暫時休憩に入らせていただきたいと思います。

（　休　　憩　）

　再開いたします。

　次は、協議第１２号からでございますけれども、協議第１２号【慣行

の取扱いについて】、協議第１３号【地域間交流等の取扱いについて】、

協議第１４号【男女共同参画の取扱いについて】、この件につきまして

も６町でも確認済みでございますので、一括して説明をし、先ほどと同

じように１項目ずつ確認をさせていただきたいと思います。よろしくお

いいたします。事務局から説明をお いいたします。

　それでは、協議第１２号から協議第１４号まで一括してご説明をいた

します。

　３４ページでございますが、協議第１２号【慣行の取扱いについて】

のご説明をいたします。

　調整の内容といたしましては、「１．町章、町民憲章、町花、町木、

町歌及びシンボルマークについては、新町において制定する。２．宣

及び表彰については、新町において調整する。３．名誉町民制度につい

ては、新町において制定する。ただし、名誉町民については、各町の待

及び特典等について経過措置を ける。」といたしております。
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ては、新町において制定する。ただし、名誉町民については、各町の待

及び特典等について経過措置を ける。」といたしております。

　調整の具体的内容につきまして説明をいたします。

　まず、町章、町民憲章、町花、町木、町歌及びシンボルマークについ

てですが、これらのものは法律に基づいて けられたものではございま

せんが、町民が一体となっていくためには必要なものということで考え

ております。制定に当たりましては、新町において住民の皆さんの新し

い町への期待や思い入れを込めて制定することが望ましいことから、調

整の具体的内容にありますように、１番から３番までの内容により制定

をしたいということで考えております。

　次に資料の３６ページをご覧ください。宣 及び表彰についてです

が、新しい町においてどのような宣 、決議を行うかは、新しい町にお

いて調整をすることにしております。

また、表彰につきましても、このような内容で各町に条例、 則が制

定されておりますので、新しい町において内容を調整し、制定したいと

考えております。

また、３７ページですが、名誉町民制度も、各町、条例を けてなさ

れておりますので、新しい町において制定したいと考えております。現

在、各町で既に名誉町民としてその称号を贈っている方がいらっしゃい

ますので、その待 及び特典等につきましては経過措置を講じまして、

新しい町においても、その功績を えていくということにしているとこ

ろでございます。

次に３８ページをお いいたします。協議第１３号【地域間交流等の

取扱いについて】のご説明を申し上げます。

　調整の内容といたしまして、「新町における地域間交流については、

当分の間継続し、調整を図る。」ということにしております。

　３町の地域間交流の概要ということで１番から４番まで挙げておりま

す。１番目に同一町名による交流、２番目に歴史・文化による交流、３

番目に体験交流、特産品交流等、４番目に関東・関西在住町人会との交

流、こういうことを挙げております。これらの地域間交流につきまして

は、新しい町においても当分の間継続し、調整するということにしてお

ります。内容につきましては、それぞれ掲げておりますのでご覧いただ

ければと思います。

　最後に４０ページをご覧ください。協議第１４号【男女共同参画の取

扱いについて】の説明をいたします。

　調整の内容といたしまして、「１．新町において、男女共同参画社会

を推進するための行政組織体制を確立し、団体等の育成・支援を行う。

２．新町において、男女共同参画基本法の基本理念に則り男女共同参画

基本 画を策定し、施策を総合的・ 画的に推進する。」こととしてお

ります。
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を推進するための行政組織体制を確立し、団体等の育成・支援を行う。

２．新町において、男女共同参画基本法の基本理念に則り男女共同参画

基本 画を策定し、施策を総合的・ 画的に推進する。」こととしてお

ります。

　次に、組織等についてでございますが、現在、男女共同参画に向けた

事業に取り組まれておりますが、３町とも男女共同参画に係る担当所管

がないため、新町において施策、事業を担当する 署を け、ネットワ

ークづくりを推進していきたいと考えております。また、男女共同参画

社会を推進するため、庁内での連絡会議や男女共同参画推進審議会を

置することにしています。女性ネットワークの運営費の助成につきまし

ても、新しい町の予算編成時に調整することにしております。下の方に

は３町の組織等の現在の状況を載せております。

　次のページをお いいたします。男女共同参画基本 画等についてと

いうことでございまして、調整の具体的内容にありますように、各種審

議会、委員会など、公的な分野などへの積極的な女性の登用を促し、政

策あるいは方針決定への参画を推進してまいりたいと考えております。

　次に、各種審議会等への女性の登用率についてですが、佐賀県におき

ましては、３０％以上を目標に上げられております。新しい町におきま

しても、県と同様に目標を 定したいということで考えております。

　また、男女共同参画社会の実現に向けて学習活動の充実を図りながら

女性リーダーを養成する場を提供したいと考えております。

　下の方には公的機関の女性の登用状況ということで、それぞれの町ご

とに載せております。

　以上、協議第１２号から協議第１４号までの説明を終わります。よろ

しくお いします。

　説明が終わりました。

まず、協議第１２号【慣行の取扱いについて】ですが、ご意見がござ

いましたらお いいたします。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　それでは、協議第１２号【慣行の取扱いについて】は、確認済みとさ

せていただきます。

　次に、協議第１３号【地域間交流等の取扱いについて】でございます

けれども、このことについてご 問、ご意見ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
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企画 会

古 賀 委 員

企画 会

古 賀 委 員

ヶ江委員

古 賀 委 員

　異議なしということでございますので、協議第１３号【地域間交流の

取扱いについて】は、確認済みとさせていただきます。

　協議第１４号【男女共同参画の取扱いについて】でございますけれど

も、このことについてご意見ございませんか。４１ページのところでは、

先ほど説明がありましたように、佐賀県が２２年までに３０％以上を目

標とするという形になっておりますけれども、６町のときには３０％が

目標だったということで、「以上」が６町のときと変わっておりますの

で、そのことはお含みおきいただきたいと思います。「３０％」が「３

０％以上」に変わっております。これは県の指導等もございまして、こ

ういうふうに変わっております。

　有明町の古賀でございます。４０ページですが、教えていただきたい

なと思うことは、組織の中の会員数でございますが、多分、福富と有明

は個人で入っていらっしゃるんじゃないかなと思います。白石も個人で

入っていらっしゃるんでしょうか、それとも団体も入っていらっしゃる

のか、そこを教えていただきたいと思います。

　白石の男女共生社会をつくる会の会員数でございますが、これは団体

及び個人ということで両方から参加をいただいておりまして、会費が個

人さんで１００円の会費をいただいて結成をいたしております。そし

て、男性で加入されている方もいらっしゃいます。

　男性もですか。

　そうです。男女共同参画ですから、当然、男性の方も参画されておら

れるということでございます。

　以上でございます。

　会費まで教えていただきましたので、福富町の会費ですね、有明町は

５００円でございます。

　福富の ヶ江でございます。女性ネットワークの会費はないです。町

の助成金で賄っております。

　わかりました。
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　多分、有明と一緒と思いますけれども、実行委員さんが４０名という

形で、いろんな行事をするときには、そのほかの人も、女性全員に呼び

かけてという形でいろんな事業がやられています。

　そしたら会員数はもっと多いということですか。

　実際は、会員というよりも、呼びかけていろんな参加をしていただく

という形で、運営のやり方がちょっと違うと思います。ですから、実行

委員さんがいろんな話をしていくのは４０名で話をされていますけれど

も。

　ここの会員数というのは違いますですね。

　そうですね。性格的なものがちょっと違いますから。例えば、講演会

なら講演会をやるとしますと、一般の女性の方皆さんに呼びかけてして

いますから、そこら辺が、運営方法が違うと思います。

　福富町女性ネットワークづくり実行委員会ということで、会員数を４

０名としております。これは各団体、組織から、どこどこは何名、例え

ば、会 、副会 までというようなことで募りまして名簿に連ねている

のが４０名というふうになっております。それと、役員につきましても

一般公募ということでしております。ここにおられる ヶ江委員さんあ

たりも役員ということでやっていただいておりますけれども、その他い

ろいろ協議をするときには４０名の枠外といいますか、団体、組織にも

呼びかけをいたしまして参加を うことにしております。実行委員とし

ては４０名というようなことでしております。例えば、婦人会の中から

会 さんであるとか、あるいはＪＡの女性 から会 さん、老人クラブ

は会 さんは男性ですので副会 の女性の方ということで、各組織を網

羅したところでしておりまして４０名が実行委員となっているところで

ございます。

　わかりました、ちょっと有明町と違うなと思いまして。ありがとうご

ざいました。

　このことについては、それぞれ運営方法が違っておるようでございま

す。
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す。

　ほかに何かございませんか。

　福富の久原でございます。協議第１３号にも若干関連をいたしますけ

れども、男女共同参画の社会づくりについては 常に結構でございます

けれども、できるなら他の地域との交流も、これも確かに大事ですけれ

ども、できることならば来年度、合併前ではございますけれども、やは

り３町の人の交流であるとか、文化の交流であるとか、そういったもの

をできるならば１６年度に早速、１つでもいい、２つでもいい、そうい

ったものを今から取り組んだ方が合併に向かって 常に効果的じゃない

かなというようなことを思いましたので、これは男女共同参画の中でも

結構ですし、また、１３号の中でもいろんな交流事業がございますけれ

ども、３町の中でもっともっと交流を進めるような考え方を協議会の中

でも、１６年度あたりでも１つでも２つでもいいですから、できればな

というふうに思いますけれども、その辺いかがでしょうか。

　事務局なり幹事会等で、あるいは専 会でもいいですけれども、意

見が出ておれば、そこら辺も含めて紹介いただきたいと思います。

　 常に前向きのご意見でありがたく受けとっております。現在、幹事

会で協議をいたしたのは、現行の状況を出しております。現在、３町の

合併の成立に向けて協議をいたしておりますので、３町合併成立後の問

題については、私たちが直接所管する問題じゃないだろうということで

協議はいたしておりません。

　後で結構ですので、３町の町 さんとか議 さんあたりで、合併前で

すけれども、そういった機運を盛り上げる意味でも、そういったことあ

たりが新年度に取り組めないものか。その辺、３町の町 さん、議 さ

んあたりで、これは公式じゃなくても結構ですので、そういったお話し

合いでもしていただいて、そういうことをもしよかったら実現をしてい

ただけばというふうに思いますので、要望として申し上げます。

　要望としてお受けいたしまして、事務局の方でも検討いただきなが

ら、そういうことについて話をさせていただきたいと思います。

　ほかに何かございませんか。
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堤 委 員

議

議

局

　福富町の堤でございます。今、３町で合併前に各種協議会をつくろう

ということでございますけれども、これは結構だと思います。現在でき

ているので、先生方の会が３町でできておるし、協議会ですね、それか

らＰＴＡの会 会も３町で、会 さんたちが集まって３町でやっている

わけです。そういうようなものをもっと広げていくということも有効で

はないかと思っております。そういうことで３町の会は前倒しでやって

いくと気分が出てくるんじゃなかろうかと思っておりますので、ぜひお

いしたいと思います。

　今申し上げましたとおり、事務局の方とも、どういう方法があるのか、

あるいは今、組織があるもののトップの付 だけでもそういうことが可

能であれば、そういうことを含めて検討させていただきたいと思いま

す。

　ほかにございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　それでは、協議第１４号【男女共同参画の取扱いについて】は、確認

済みとさせていただきます。

　続きまして、協議第１５号【 算システムの取扱いについて】、協議

第１６号【広報広聴の取扱いについて】、協議第１７号【情報通信関係

の取扱いについて】、このことについても一括して説明をさせていただ

いて、それぞれ確認をさせていただきます。よろしくお いいたします。

　事務局から説明をお いいたします。

　それでは、事務局から説明をさせていただきます。協議第１５号から

協議第１７号まで一括してご説明をいたします。

　まず、協議第１５号【 算システムの取扱いについて】でございます。

４２ページでございます。ここには杵藤 算センターで現在処理され

ている主な業務を挙げております。これらは住民サービスに直接関係す

るものが多く、行政事務を執行する上で欠くことのできない重要な事務

の一 となっております。合併した場合におきましては、 算システム

をどのように統合するかということは大きな 題でありまして、慎重に

対応する必要がございます。今後、調整の具体的内容に掲げてあります

ように、住民サービスの低下を招かないように、また、円滑な事務処理

を図るための基本的な考え方をもとに調整を行うということにしており

ます。
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まず、(1)は、住民に直接影 する業務を数多く処理しておりますので、

住民生活に混乱を来さないように、その利便性に十分配慮することにし

ております。(2)につきましては、行政運営を進める上で、地域情報化に

対応できる 算システムのあり方について検討する必要があります。(3)

につきましては、 算システムの統合及びネットワークの構築について

は、現在、各町で導入されている単独システム、単独システムにつきま

しては次のページに載せておりますけれども、これらを含めまして専

会で検討の上、合併後、段階的に整備をしていくことにしております。

このようなことから、調整の内容といたしましては、 １． 算シス

テムについては、住民サービスの低下を招かないように、各出先機関を

結んだネットワークを構築する。２．３町が行っている 算処理業務に

ついては、合併時に調整を行う。 ということにしております。

中ほどから次のページにかけまして、杵藤 算センターや各町単独で

処理をしている業務を載せております。ご覧いただければと思います。

次に４４ページをお いします。協議第１６号【広報広聴の取扱いに

ついて】のご説明を申し上げます。

まず、広報紙についてでございますが、３町とも毎月発行されており

ます。調整の内容といたしましては、「広報紙の発行については、毎月

１回発行とし、情報提供を行う。」ということにしております。

次に、その他の広報広聴活動につきましては、中ほどから次のページ

にかけて３町の状況を載せておりますが、これにつきましては新しい町

において調整を図ることといたしております。

最後に４６ページをお いいたします。協議第１７号【情報通信関係

の取扱いについて】でございます。

情報通信関係につきましては、前の広報の取扱いとも若干関連をいた

しますが、中ほどにＣＡＴＶの普及状況を載せております。白石町の一

、有明町の一 に映像による情報通信が現在実施をされております。

それから、有線放送の普及状況ということで下の方に挙げております

が、３町管内におきまして白石地域総合情報通信システムを導入されて

おります。今後もこの通信手段を有効活用することで調整をしたいとい

うことで考えております。

具体的な有効活用の方法などは、新しい町で策定をいたします情報化

整備 画の中で検討することとなります。そのため調整の内容といたし

ましては、「情報化時代への対応、住民サービスの平準化という面から

新町において情報化整備 画を策定し、現在の情報基盤の有効活用と充

実に努める。」ということにしております。



30

議

議

議

議

次

議

以上、簡単ですが、協議第１５号から協議第１７号までの説明を終わ

ります。よろしくお いします。

　協議第１５号から協議第１７号まで説明をいただきました。

まず、協議第１５号【 算システムの取扱いについて】ですが、この

ことについて何かご意見ございませんか。確認済みとさせていただいて

よろしゅうございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　それでは、協議第１５号【 算システムの取扱いについて】は、確認

済みとさせていただきます。

　協議第１６号【広報広聴の取扱いについて】ですが、このことについ

てご意見ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第１６号【広報広聴の取

扱いについて】は、確認済みとさせていただきます。

　最後になりましたけれども、協議第１７号【情報通信関係の取扱いに

ついて】ですが、このことについて何かご意見ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

　異議なしということでございますので、協議第１７号【情報通信関係

の取扱いについて】は、確認済みとさせていただきます。

　以上をもちまして、報告事項並びに協議事項の全項を終わらせていた

だきます。

　その他の項でございますけれども、その他の項について事務局から説

明をお いいたします。

　その他については、次回の協議会の日程でございまして、前回、スケ

ジュールをお示ししておりましたとおり、１２月１０日、水曜日、１時

半から有明町公民 の２階ホールで第３回合併協議会を開催いたしたい

と思いますので、委員の皆様、ご出席方よろしくお いいたします。

　事務局から次回の協議会の日程について報告がございました。

これをもちまして本日の協議会の議題はすべて終了いたしました。皆

様方のご協力をいただいてスムーズな協議ができましたことに対しまし

て厚くお礼を申し上げます。どうもありがとうございました。
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副 会 　 時間にわたりご審議をいただきまして、ご苦労さまでございまし

た。

　これをもちまして第２回協議会を閉じることにいたします。次回のこ

とはご報告がございましたので、よろしくお いいたします。どうもお

疲れさまでございました。

（　閉　　会　）




